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【小学校理科①】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校において、自分の予想にとらわれずに事実と解釈の両方を表現することで、より

的確な説明になることを捉えられるように指導するために、次のポイントを確認してみま

しょう。 

 

ポイント 

① 実験結果を定量的に表し、表に整理することで、考えの根拠となる事実を明確に

しましょう。その際に、「問題」「予想」「実験方法」「実験結果」を並べて板書し、

観察、実験の結果から、結果の見通し、予想を振り返ることができるようにしまし

ょう。 

 

② 事実（条件と結果）と、その解釈（結果から考えられること）の両方を整理して

説明できるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

実態 

 設問２（３）「より妥当な考えを作り出すために、実験結果を基に分析して考察し、

その内容を記述できる」の平均正答率は１８．０％と著しく低く、全国と比較して

も－２．１ポイントの差がありました。 

対策 

実験結果を基に分析して考察し、その内容を記述できるようにするためには、観

察や実験の結果を基に「事実」と「解釈」の両方を示しながら、説明できるように

することが大切である。 

◇ 実験結果を基に分析して考察し、その内容

を記述しましょう。 
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取組の一例 

第５学年【流水の働き】全 1４時間（本時 11／1４、1３／1４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実験結果を定量的に

表し、表に整理するこ

とで、事実を確認でき

るようにしましょう。 

 予想を確かめるための

実験方法を考え、予想と

一致したときの結果の見

通しを、生活経験や既習

内容を根拠として表現さ

せましょう。 



- 36 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞平成３０年度授業アイデア例（国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

    平成 30年度全国学力・学習状況調査報告書 

    平成３０年度全国学力・学習状況調査解説資料 

 「問題」「予想」「実験方法」「実験結果」を
並べて板書しておく。実験後に結果と予想を照
らし合わせ、分かったことを板書で整理しまし
ょう。 
 また、予想通りの結果にならない場合は、予
想を振り返り、見直し、再検討したり、他者の
予想を振り返ったりして、考えをより妥当なも
のに改善できるようにしましょう。 
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【小学校理科②】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校において、実験結果の見通しを伴った解決の方向性を構想し、より妥当な考えへ 

の改善につなげるために、次のポイントを確認してみましょう。 

 

ポイント 

＜実験前＞ 

① 問題に対する予想をもち、図や言葉を使って表現させましょう。 

② 一人一人が自分の考えを話し合う場面を設定し、他者の予想の内容を把握しま

しょう。 

③ 結果の見通しと実験結果を比較しできるように板書しましょう。 

   ④ 予想通りの結果にならない場合は、予想を振り返り、見直し、再検討したり、

他者の予想を振り返ったりして、考えをより妥当なものに改善できるようにし

ましょう。 

実態 

 平成３０年度小学校理科の調査結果を分析すると、電流の流れ方について、予想

が確かめられた場合に得られる結果を見通して実験を構想できたり、実験結果から

電流の流れ方について、より妥当な考えに改善できたりすることに課題が見られま

した。 

 

対策 

自らの予想や仮説を基に実験計画を立案し、実験を行う前に予想が確かめられた

場合に得られる実験結果を見通す活動を取り入れることが大切です。また、自分と

異なる他者の予想を基に結果を見通すことが大切です。 

◇ 実験結果の見通しを伴った解決の方向性

について構想しましょう 
  

◇ より妥当な考えへの改善ができるように

しましょう 
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取組の一例 

第４学年【電気の働き】全８時間（本時２・３／８、５／11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分と異なる予想を
した他者の予想が確か
められた場合に得られ
る結果の見通しを共有
しましょう 

 検流計を複数用いて実験
を行うなど，児童が構想した
実験方法を実現できるよう
にしましょう 
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＜参考＞平成３０年度授業アイデア例（国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

    平成 30年度全国学力・学習状況調査報告書 

    平成３０年度全国学力・学習状況調査解説資料 

 結果の見通しも記録
できるようにすること
で，自分の結果の見通
しと実験結果を比較し
やすくしましょう 

 
 
 
 「問題」「予想」「実験方法」「結果の見通し」「実験結果」「結果から言えること」を並べて板
書しておきましょう。予想通りの結果にならない場合は，予想を振り返り，見直し，再検討した
り，他者の予想を振り返ったりして，考えをより妥当なものに改善できるようにしましょう。 
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◇ 目的に応じて実験器具を操作することが 

できるようにしましょう。 
 

 

 

 

 

【小学校理科③】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校において、手順だけでなく、間違いやすい事例を教師が演じ、操作の意味を捉え

られるようにしましょう。 

 

ポイント 

① 不純物と液体を分けるという目的意識を明確にしましょう。 

 

② 教師が実際のろ過器具を用いて具体的な操作方法を示しましょう。 

 

③ 全ての児童がろ過器具を操作する時間を確保しましょう。 

 

④ ろ過する液がろ紙の高さを上回らないように、ろ紙の大きさや入れる液の量をど

れぐらいにすればよいのかについて話し合い、確かめ合う時間を確保しましょう。 

 

⑤ 誤った操作を教師があえて演示し、そのことによって起こり得ることを想定す

るなどしながら、ろ過の各操作の意味を捉えることができるようにしましょう。 

 

実態 

 設問４（１）実験器具の操作方法について、平均正答率は７０．８％であり、適

切な操作方法の理解に改善は見られました。しかし、器具の操作の意味を捉えてい

ないことが原因の誤答が１７．４％ありました。 

 

対策 

理科の授業では、器具の操作の手順の理解だけでなく、器具を使用する目的や操

作の意味を捉えることが大切です。また、ろ過器具の操作を各自が体験できるよう

環境を整備することも大切です。 
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取組の一例 

第５学年【物の溶け方】全 1３時間（本時 11／１３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞平成３０年度授業アイデア例（国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

    平成 30年度全国学力・学習状況調査報告書 

    平成３０年度全国学力・学習状況調査解説資料 

 

 ろ紙の重なった部分に
ガラス棒を当てると、ろ
紙が破れにくい。 

不純物と液体を分けるという目

的意識を明確に示しましょう。 


